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ソフト）を用いた。 
 本分析では、カワウの生息状況調査と飛来数調査を組み合わせた分析をするために、QGIS
を用いて、それぞれ複数あるねぐら・コロニー及び河川の飛来場所から 15 km 圏内にある
ものを抽出した。その結果、抽出したデータ数は、生息状況調査の春が 105 個、夏が 141
個、冬が 95 個、飛来数調査の春が 288 個、夏が 534 個、冬が 242 個となった。得られたデ
ータより、ねぐら・コロニーの場所が沿岸から 20 km 圏内の判別を行い、沿岸及び内陸の
ねぐら・コロニーとして区別した。そして、1 つの被害地点から 1 つもしくは複数あるねぐ
ら・コロニーの総生息数や箇所数、沿岸と内陸での生息数や個数、ねぐら及びコロニーでの
生息数や箇所数、被害地点からねぐら・コロニーまでの距離（最大、最小、平均）を算出し
た。 

それらのデータより、地点数の多く、被害の多いとされる夏の季節を対象に、SPSS（バー
ジョン 24）を用いて統計解析を行った。統計解析の方法は、変数減少法による重回帰分析
（有意水準 5%）を行い、被害発生場所への飛来数を予測するモデルを構築した。従属変数
は 1 つの被害地点における平均確認数とし、説明変数は被害地点から 15 km 圏内にある、
1 つもしくは複数のねぐら・コロニーにおける総生息数や箇所数、沿岸と内陸での生息数や
箇所数、平均距離や最小距離とした。 
 

 
図 6. カワウ生息状況調査のデータ（抜粋） 
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図 7. カワウ飛来数調査のデータ（抜粋） 

 
 

3. 結果と考察 

1)GPS による行動分析 
形態計測の結果を表 1 に示す。今年度は計 6 羽のカワウの巣立ち雛に装着することが出

来た。そして、そのうちの 3 羽は、コリーナ矢板のコロニーもしくは鬼怒川でデータ（2020
年 7～9 月分）を回収することが出来た。カワウは秋に移動をすることが知られているが、
装着した個体はいずれも、10 月以降、捕獲場所近くのねぐら・コロニーから姿を消したた
め、10 月以降のデータ回収はできなかった。カワウは秋に越冬地に移動した後、春再び繁
殖地に戻ってくるという行動をとることが多いので、R3 年春には、再び GPS 装着個体が繁
殖のため矢板コリーナコロニーに戻ってくる可能性が高い。 

得られた GPS の軌跡を Google Earth の航空写真上に図示した（図 8、図 9、図 10）。鬼
怒川で採餌を行うカワウは、ねぐらとしてコリーナ矢板を利用していることが判明した（図
8）。また、コリーナ矢板のコロニーを利用しているカワウは、夏は利根川水系の鬼怒川、秋
は那珂川水系の箒川へ採餌に行くことが分かり、2 つの大きな河川に挟まれたコリーナ矢板
は、採餌に適した立地であることが分かった（図 8、図 10）。 

GPS のデータから、３個体すべて、コロニーから約 15 km 圏内の河川に採餌に行くこと
傾向が見られた（図 11）。このことから、カワウによる内水面漁業被害を減らすためには、
被害エリアから 15 km 圏内のねぐら・コロニーを管理していくという手法の正当性が裏付
けられた。しかし、今回得られたデータはすべて巣立ち雛の行動データだったため、成鳥の
採餌行動は巣立ち雛とは異なる可能性もあることから、今後は、成鳥のデータを取得してい
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く必要がある。 
来年度は春から GPS 装着を計画しており、繁殖期における成鳥の採餌行動を調査する予

定である。 
 

表 1. カワウの外部計測結果 

 

 
 

 
図 8. 鬼怒川での捕獲個体における行動軌跡（7/16～8/6） 

 




